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事　　業　　名

駒ヶ嶺小改築事業

新地小屋内運動場改築工事

総合運動公園建設事業

地域活性化事業

老人福祉・障害者福祉事業

第３子出生児祝金事業

予防接種・健康診査等事業

合併浄化槽設置・ゴミ処理等

環境衛生事業

上水道事業出資金

産業育成支援事業（遊海しんち）

ほ場整備事業

ふるさとの山保全事業

ふるさと林道整備事業

農村総合整備事業

漁港環境整備事業

道路橋梁整備事業

公営住宅（中里）建設事業

遺跡等発掘調査事業

役場庁舎建設基金積立金

国民健康保険特別会計繰出金

老人保健特別会計繰出金

農業集落排水事業特別会計繰出金

公共下水道事業特別会計繰出金

役場新庁舎建設準備経費

相馬地域開発記念緑地公園取得事業

公共サイン計画整備事業

介護保険特別会計繰出金

平成12年度の一般会計、特別会計
の決算額が、９月の定例議会で承認
されました。
一般会計の決算額は、歳入総額が
68億7,880万円で対前年度比0.2％の
減、歳出は66億1,042万3千円で対前
年度比0.7％の減となりました。
歳入は、町税が39億681万円で歳

入全体の56.8％、なかでも固定資産
税は町税全体の91.8％を占め、歳入
決算額の52.1％でしたが、前年度よ
り4億2,067万8千円の減少となりまし
た。これは、相馬地域開発関連償却
資産の償却による減が主な原因で
す。また、国庫支出金では電源立地
促進対策交付金で7億819万7千円の
増ですが、介護保険制度導入等によ
る老人保護負担金、総合体育館の建
設終了による都市公園整備事業や地
域振興券が事業終了によりそれぞれ
減少となりました。
歳出は、総務費で庁舎建設基金な
どの積立金が、民生費では介護保険
制度導入により老人扶助費が、土木
費では都市総合公園整備事業がそれ
ぞれ減少したほか、教育費では駒ヶ
嶺小学校等の建設により増加しまし
た。

歳　出 
（使ったお金） 

駒ヶ嶺小学校改築、新地小学 

校屋内運動場改築、町奨学資 

金貸付、図書館維持管理など。 

道路の改良舗装、総合公園整 

備、町営住宅建設、公共下水 

道事業特別会計繰出金など。 

役場庁舎建設基金積立、人づ 

くり研修費など。 

老人福祉、保育所運営費、 

出生児祝金など。 

住民健診、生活ゴミ収集運搬、 

病院負担金、上水道整備事業 

出資金など。 

借りたお金（町債）の返済。 

広域消防負担金、消防施設整 

備費など。 

議会だより発行、議会に要す 

る経費など。 

遊海しんち、海水浴場開設、 

商工会補助金など。 

商工費・災害復旧費・労働費 
9,009万円 

議会費 
9,930万6千円 

消防費 
1億6,296万7千円 

公債費 
3億8,219万7千円 

衛生費 
4億6,855万5千円 

民生費 
6億7,799万2千円 

農林水産費 
7億6,753万7千円 

土木費 
9億5,849万3千円 

総務費 
10億235万6千円 

教育費 
20億93万円 

６
６
億
１
、０
４
２
万
３
千
円 

農業振興事業費、農村総合整 

備事業費、松くい虫防除、ふ 

るさとの森整備事業、漁業集 

落環境整備事業、農業集落排 

水事業特別会計繰出金など。 

35億8,693万2千円
2億6,232万1千円
4,283万2千円
1,427万4千円
45万1千円

歳入

6億8,191万2千円

8億6,557万5千円

11億5,733万7千円

3億2,418万6千円

2億5,868万円

歳出

6億1,059万9千円

8億5,077万2千円

11億2,448万9千円

3億1,402万8千円

2億3,696万1千円

歳　入 
（入ったお金） 

みなさんが納めている町民税 

や固定資産税、軽自動車税な 

どです。町の大切なお金とし 

て、教育や福祉、施設の整備 

など様々な事業に幅広くあて 

ました。 

国が町の事業に対して負担す 

るお金。使い道は決まってい 

て、駒ヶ嶺小学校改築、総合 

公園整備などにあてました。 

備えて積み立てておいた基金 

から、一般会計へ移動したお金 

県が、町の事業に対して負担 

するお金。使い道は決まって 

いて福祉関係や農林水産業の 

事業にあてました。 

小中学校の整備や総合公園の 

整備、町営住宅の建設などに 

あてるための、町の借金。県 

知事の許可により、政府資金 

などから借りました。 

地方譲与税は、自動車重量譲 

与税、地方道路譲与税、特別 

とん譲与税など。 

分担金及び負担金・その他は、 

保育料や町営住宅使用料、役 

場窓口で発行する印鑑証明手 

数料などです。 

町　税 
39億681万円 

繰入金 
4億2,252万4千円 

繰越金・地方譲与税・地方消費税交付金 
分担金及び負担金・財産収入・その他 
7億484万6千円 

県支出金 
2億4.936万5千円 

町　債 
3億2,500万円 

国庫支出金 
12億7,025万5千円 

６
８
億
７
、８
８
０
万
円 

①土　地 3,066,444㎡
建　物 46,867㎡
②有価証券 15,265千円
③出資による権利 18,954千円

①土地開発基金 156,115千円
②財政調整基金 1,149,030千円
③減債基金 52,635千円
④人づくり基金 16,600千円

⑤地域振興基金 44,416千円
⑥教育振興基金 14,776千円
⑦公共用施設維持基金 120,566千円
⑧地域福祉基金 185,984千円
⑨地域活性化基金 150,300千円
⑩公共施設等整備基金 2,581,101千円
⑪ふるさと水と土保全基金 10,089千円
⑫スポーツ振興基金 22,383千円
⑬国民健康保険給付費支払準備基金

63,294千円
⑭役場庁舎建設基金 2,070,190千円
⑮介護保険円滑導入基金 14,030千円

事　業　費
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町
職
員
の
給
与
は
、
国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
の
給
与
と
の
均
衡
を
失

わ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
意
欲
の
向
上
や
公
務
能
率
の
向

上
を
考
え
、
町
議
会
の
審
議
を
経
て
、
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

職
員
給
与
は
、
町
議
会
で
の
予
算
と
給
与
条
例
の
審
議
を
通
し
て
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、

昨
年
度
の
町
職
員
の
給
与
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

区　分

12年度 6,610,423 1,157,565 807,931 17.5 12.2

歳出額

A

人件費

B うち職員給C （B/A） （C/A）

人件費率（％）

区　分 一 般 行 政 職

平均給料月額 平均年齢

312,500円 38歳7月 301,300円 45歳11月

平均給料月額 平均年齢

技 能 労 務 職

12年度

期末手当
勤勉手当

（期末手当） （勤勉手当）（計）

６月期 1.45月分 0.6月分 2.05月分

12月期 1.60 〃0 0.55〃0 2.15 〃

３月期 0.55 〃0 ―　0 0.55 〃

計 3.60 〃0 1.15〃0 4.75 〃

※職制上の段階、職務の級等による加算措置あり

（支給率） 自己都合　　　勧奨・定年

勤続20年 21.00月分 28.875月分

勤続25年 31.75 〃0 44.55 〃0

勤続35年 47.5 〃0 62.70 〃0

最高限度額 60.0 〃0 62.70 〃0

その他の加算措置　退職時特別昇給１～２号給

配偶者 16,000円

第１子　配偶者扶養 6,000円

配偶者非扶養 6,500円

配偶者なし 11,000円

第２子 6,000円

その他 それぞれ3,000円

16歳～22歳の子１人につき 5,000円を加算

借　　　　家　　　 自　　　 宅

100円～27,000円　　　　　　　　3,500円

交通機関利用者　 交 通 用 具 使 用 者

運賃相当額　　 2,200円～43,900円

退職手当

扶養手当

住居手当

通勤手当

部　　　　門

一般行政
部　　門

議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
農林水産
商　　工
土　　木
小　計
教　　育
小　計
下 水 道
そ の 他
小　計

平成12年
2
25
8
40
8
15
2
13
113
22
22
5
4
9

144

平成13年
2
25
7
39
8
15
2
13
111
22
22
5
4
9

142

△1
△1

△2

△2

特別行政
部　　門

公営企業等
会計部門

合　　　　計

職員数（人） 対前年
増減数

※増減理由等
税務部門はパソコンの利用拡大により、民生部門は退職に
より、それぞれ１名減少しました。また、土木部門は運転業
務で１名減となりましたが、土地区画整理事業の業務増に伴
い１名増となったので、部門計では昨年と同じになりました。
町では、平成17年度の目標総職員数を140人と定め、定員適
正化計画に基づき、組織機構の簡素合理化に努めています。

区　　分

町　　　長

助　　　役

収　入　役

教　育　長

給料（報酬）月額

817,000円

677,000円

658,000円

643,000円

区　　分

議　　　長

副　議　長

議　　　員

期　末　手　当

06月期 1.45月分

12月期 1.60 〃

03月期 0.55 〃

計 3.60 〃

給料（報酬）月額

300,000円

254,000円

237,000円

２
０
０
０
年
現
在
、
高
齢
者

が
い
る
世
帯
は
約
１
５
４
０
万
世

帯
で
、
２
０
１
５
年
に
は
全
世
帯

数
の
４
割
に
当
た
る
約
２
０
３
０

万
世
帯
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
住
ま
い
を
確
保
す
る
た

め
、
国
土
交
通
省
で
は
、
次
の
よ

う
な
制
度
に
よ
っ
て
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
さ
れ
た
高
齢
者
向
け
の
民
間

住
宅
の
供
給
を
支
援
し
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
高
齢

者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
を
建
設
し

た
り
、
既
存
の
住
宅
を
高
齢
者
向

け
に
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
、
国

な
ど
か
ら
の
補
助
や
税
制
上
の
優

遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
リ
フ
ォ
ー
ム

を
行
い
、
高
齢
者
向
け
賃
貸
住
宅

と
す
る
目
的
で
、
既
存
の
住
宅
を

購
入
す
る
場
合
は
、
住
宅
金
融
公

庫
の
特
例
に
よ
り
融
資
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

高
齢
者
が
生
涯
、
住
み
慣
れ
た

自
分
の
家
で
、
で
き
る
だ
け
自
立

し
安
全
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
、
次
の
よ
う
な
融
資
制
度
で
高

齢
者
の
自
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
支
援
し
ま
す
。

高
齢
者
が
自
宅
を
バ
リ
ア
フ
リ

ー
・
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
、
ロ

ー
ン
の
返
済
を
軽
く
す
る
住
宅
金

融
公
庫
の
特
別
の
融
資
制
度
が
で

き
ま
し
た
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
最

大
５
０
０
万
円
ま
で
の
融
資
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
生
存
時
は
利

子
部
分
の
み
を
返
済
し
、
死
亡
時

に
住
宅
資
産
な
ど
を
活
用
し
て
、

ロ
ー
ン
を
一
括
償
還
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
融
資
制
度
に
は
、

高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
が
債

務
保
証
を
し
ま
す
。

民
間
賃
貸
住
宅
で
は
、「
家
賃

の
不
払
い
」
や
「
病
気
」「
火
災
」

な
ど
の
不
安
か
ら
「
高
齢
者
入
居

不
可
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
法
律
で
は
、
高
齢
者
が
円

滑
に
入
居
し
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
賃
貸
住
宅
市
場
を
整
備
す
る

た
め
に
、
次
の
よ
う
な
新
た
な
制

度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
世
帯
の
入
居
を
拒
ま
な

い
賃
貸
住
宅
が
、知
事
に
登
録
し
、

高
齢
者
に
そ
の
賃
貸
住
宅
情
報
を

提
供
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

高
齢
者
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ

れ
た
賃
貸
住
宅
に
、
終
身
に
わ
た

っ
て
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

た
め
の
仕
組
み
と
し
て
「
終
身
建

物
賃
貸
借
制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
知
事
の
認
可
を
受

け
た
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
、
賃
借

人
が
生
き
て
い
る
限
り
続
く
借
家

契
約
で
す
。
な
お
、
配
偶
者
な
ど

の
同
居
者
は
、
借
家
人
死
亡
後
も

継
続
し
て
居
住
で
き
る
よ
う
に
配

慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

県
建
築
住
宅
課

�
０
２
４
―
５
２
１
―
７
５
２
０



第13回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会が、11月18日�、白河市から福
島市までの16区間95.4キロのコースで、県内85市町村が参加して行われます。
新地町は昨年、過去最高の総合55位と健闘しましたが、今年はさらに上を目
指し、選手たちは一丸となって練習に取り組んでいます。
当日は、大型バスによる応援ツアーが行われるほか、テレビやラジオの生放
送もあります。選手たちの力走にご声援をお願いします。

�

10月14日に、町民ら60人が参
加して行われた「第17回町民ゴ
ルフ大会」では、チャリティーホ
ールが設けられ、チャリティー募
金として５７，５００円が、ま
た、町建設業組合（角田義正組
合長）では１０万円をふくしま
駅伝実行委員会に贈りました。

９
月
定
例
議
会
に
お
い

て
、
目
黒
美
津
英
氏
が
教

育
委
員
任
命
の
同
意
を
得

て
、
10
月
１
日
に
開
催
さ

れ
た
教
育
委
員
会
で
教
育

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

４
期
目
と
な
る
任
期
は
、

平
成
13
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
17
年
９
月
30
日
ま
で

の
４
年
間
で
す
。

� �

� 町総合体育館
� 産品の展示販売、遊海しんち写真展、

餅つき大会、綱引き大会、マグロ解体実演・試食。
� 産業課（�内線56）

� 町保健センター
� 各種表彰、模擬店、各種展示など
� 保健センター（��２０９６）

� 農村環境改善センター
� 芸能発表会、各種展示、囲碁将棋大会など
� 新地公民館（��２０８５）

� 町図書館
� 読み聞かせ、人形劇、手作り絵本展示など
� 町図書館（��５０３１）

� 町総合体育館
� ４保育所の４～５歳児の絵、写真展示、

あそびコーナー、「いっしょに踊ろう、い
っしょに作ろう」コーナーなど。

� 新地保育所（��２２７７）

農
業
・
農
村
が
持
続
的
に
発
展

す
る
た
め
に
は
、
経
営
感
覚
に
優

れ
た
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業

経
営
を
育
成
し
、
こ
れ
ら
の
農
業

経
営
が
農
業
生
産
の
相
当
部
分
を

担
う
農
業
構
造
を
確
立
す
る
こ
と

が
重
要
な
課
題
で
す
。

そ
こ
で
効
率
的
か
つ
安
定
的
な

農
業
経
営
を
目
指
し
、
自
己
の
農

業
経
営
を
積
極
的
に
改
善
す
る
認

定
農
業
者
の
確
保
・
育
成
と
そ
の

認
定
農
業
者
へ
の
農
地
の
利
用
集

積
を
進
め
る
た
め
、
11
月
を
強
化

月
間
と
し
て
、
集
積
促
進
員
を
中

心
に
集
中
的
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

各
集
落
に
２
名

以
上
の
認
定
農
業
者
の
育
成
確
保

農
用
地
利
用
集

積
利
用
権
設
定
率
１
％
ア
ッ
プ

各
行
政
区
選
出
者

及
び
農
業
委
員
を
合
わ
せ
た
計
47

名
の
集
積
促
進
員(

広
報
し
ん
ち
８

月
５
日
号
名
簿
掲
載
）
が
認
定
農

業
者
の
掘
り
起
こ
し
や
規
模
縮
小

を
考
え
農
地
の
賃
借(

売
買)

を
希

望
す
る
農
業
者
と
認
定
農
業
者
を

町
で
は
遊
休
桑
園
を
一
掃
し
、

農
用
地
の
利
用
集
積
を
促
進
す
る

た
め
、
遊
休
桑
園
を
抜
根
整
備
し
、

相
談
や
話
し
合
い
に
よ
り
結
び
付

け
、
利
用
集
積
を
進
め
ま
す
。

農
業
経
営
の
改
善
に
よ
り
農
地

の
賃
借
等
を
考
え
る
方
は
、
お
近

く
の
集
積
促
進
員
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

抜
根
跡
に
作
付
す
る
こ
と
を
条
件

に
、
平
成
14
年
度
ま
で
補
助
金
の

交
付
を
行
い
ま
す
。

農
用
地
の
荒
廃
防
止
・
有
効
活

用
を
図
る
た
め
、
積
極
的
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

�
役
場
産
業
課
（
�
内
線
56
）

・農業日誌 １，４００円
・ファミリー日誌 １，４００円
・新農家暦 ４６０円
� 11月22日�
�

役場産業課（�内線56）

�



町
剣
友
会
（
目
黒
庄
治
会
長
）

と
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
部

で
は
こ
の
ほ
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
稽

古
で
利
用
し
て
い
る
町
柔
剣
道

場
の
周
辺
に
サ
ツ
キ
を
植
樹
し

ま
し
た
。

植
樹
さ
れ
た
サ
ツ
キ
は
12
本

で
、
会
員
、
部
員
25
人
が
協
力

し
あ
い
な
が
ら
早
朝
か
ら
植
樹

し
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
周

辺
の
清
掃
活
動
も
行
い
、
ビ
ン

や
缶
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

�

防
犯
協
会
福
田
支
部
と
交
通

安
全
協
会
福
田
支
部
主
催
に
よ

る
「
平
成
13
年
度
防
犯
・
交
通

安
全
パ
レ
ー
ド
」
が
10
月
２
日
、

福
田
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
は
、
福
田
小
学
校

全
児
童
１
２
１
人
が
鼓
笛
隊
を

先
頭
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
防
犯
協
会

会
員
、
交
通
安
全
協
会
会
員
、

交
通
安
全
母
の
会
、
交
通
指
導

員
な
ど
が
福
田
小
学
校
か
ら
明

地
、
鉄
炮
町
地
区
を
行
進
し
て
、

防
犯
と
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

�

�

�

鳥
獣
の
保
護
・
繁
殖
を
目
的

に
県
が
毎
年
行
っ
て
い
る
「
キ

ジ
の
放
鳥
」
が
10
月
16
日
、
町

内
で
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

放
鳥
さ
れ
た
キ
ジ
は
、
沢
口

地
区
の
四
郎
平
溜
池
な
ど
休
猟

区
３
カ
所
に
オ
ス
３
羽
と
メ
ス

９
羽
が
、
赤
柴
地
区
の
鳥
獣
保

護
区
に
オ
ス
１
羽
、
メ
ス
３
羽

の
合
計
16
羽
を
、
県
の
鳥
獣
保

護
員
の
鈴
木
清
一
さ
ん
（
城
内
）

や
町
、
県
の
担
当
者
ら
が
放
鳥

し
ま
し
た
。

�

町
国
民
健
康
保
険
主
催
に
よ

る
「
第
８
回
い
き
い
き
大
運
動

会
」
が
10
月
３
日
、
町
総
合
体

育
館
で
開
催
さ
れ
、
町
内
の
60

歳
以
上
の
方
約
５
３
０
人
が
参

加
し
て
楽
し
く
競
技
し
ま
し
た
。

運
動
会
は
、
方
部
ご
と
の
対

抗
戦
で
行
わ
れ
「
ケ
ツ
圧
測
定
」

「
豚
追
い
競
争
」「
殿
、
姫
の
お

通
り
だ
い
」
な
ど
７
種
目
の
ユ

ニ
ー
ク
な
競
技
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。

■
優
勝
・
大
戸
浜
■
準
優
勝
・

福
田
東
■
３
位
・
小
川

�

町
の
特
産
品
「
純
米
吟
醸
酒
鹿

狼
山
」
の
原
料
と
な
る
酒
米
の
出

庫
が
10
月
12
日
、
Ｊ
Ａ
そ
う
ま
新

地
低
温
倉
庫
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
出
庫
さ
れ
た
酒
米
は
、

厳
選
さ
れ
た
町
内
産
の
ひ
と
め
ぼ

れ
40
表
（
2.4
ト
ン
）
で
、
醸
造
を

依
頼
し
て
い
る
会
津
坂
下
町
の
蔵

元
、
曙
酒
造
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
原
酒
が
11
月
３
日
、

純
米
吟
醸
酒
の
生
タ
イ
プ
が
12
月

20
日
か
ら
町
内
８
件
の
酒
店
で
販

売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

�

町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会

議
福
田
地
区
推
進
協
議
会
に
よ

る
「
地
蔵
森
ハ
イ
キ
ン
グ
と
い

も
煮
会
」
が
10
月
13
日
に
行
わ

れ
、
幼
児
か
ら
80
歳
の
お
年
寄

り
ま
で
約
１
８
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
秋
の
自
然

を
観
察
し
な
が
ら
登
山
し
、
恒

例
の
頂
上
で
の
大
声
コ
ン
テ
ス

ト
の
あ
と
、
下
山
し
て
い
も
煮

会
や
輪
投
げ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

な
ど
を
行
い
さ
わ
や
か
な
秋
の

一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

�

平成13年度町消防団秋季演習が10月21日、福田小学校で、
消防団員、婦人消防隊約350人が参加して行われました。
演習では、火災が多く発生するこれからの季節に備え、通
常点検や小・中隊訓練、機械器具点検、ポンプ操法、中継
放水訓練、水害などに備えた水防訓練を団員たちは機敏な
動作で行いました。演習の最後には、福田地区を行進して
火災予防を呼びかけました。



８
日
�

福
田
保
育
所

10
日
�
・
11
日
�

町
総
合
体
育
館

20
日
�

各
保
育
所

19
日
�

新
地
保
育
所

20
日
�

浜
保
育
所

21
日
�

駒
ヶ
嶺
保
育
所

22
日
�

福
田
保
育
所

・
黒
衣
の
宰
相
　
　
火
坂
雅
志

37
歳
で
南
禅
寺
住
持
と
な
り
、

40
歳
に
し
て
徳
川
家
康
の
側
近
に

連
な
っ
た
異
能
の
男
、
金
地
院
崇

伝
。
悪
に
徹
し
、
そ
の
力
は
老
中

を
も
し
の
い
だ
と
い
う
政
僧
の
雄

渾
な
生
涯
を
描
く
。

・
タ
リ
バ
ン

過
激
な
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
武

装
勢
力
タ
リ
バ
ン
。
突
然
の
出
現

か
ら
首
都
の
占
領
、
極
端
な
イ
ス

ラ
ム
法
の
実
施
な
ど
、
超
過
激
集

団
の
謎
を
パ
キ
ス
タ
ン
人
記
者
が

参
加
は
自
由
で
す
。

子
ど
も
同
士
の
人
間
関
係
の
中

で
は
、
さ
さ
い
な
こ
と
か
ら
け
ん

か
を
始
め
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な

っ
た
り
し
ま
す
。
こ
ん
な
と
き
、

大
人
は
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
に
対

応
し
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。
保
育
所
で
は
、
子
ど
も
の
話

に
耳
を
傾
け
た
り
、
子
ど
も
が
納

得
す
る
よ
う
に
言
葉
を
か
け
て
解

決
し
て
い
ま
す
。

・
ロ
ボ
ッ
ト
大
図
鑑

一
緒
に
遊
ぶ
、
自
分
の
か
わ
り

に
宿
題
を
し
て
く
れ
る
…
ど
ん
な

ロ
ボ
ッ
ト
が
い
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
か
？
ア
シ
モ
や
ア
イ
ボ
な

ど
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
く
ら
す
未
来
へ

の
夢
が
ひ
ろ
が
る
ロ
ボ
ッ
ト
図
鑑
。

・
千
と
千
尋
の
神
隠
し

宮
崎
　
駿

10
歳
の
少
女
千
尋
は
、
不
思
議

の
町
で
名
前
を
奪
わ
れ
、
困
難
に

あ
い
な
が
ら
「
生
き
る
力
」
を
と

り
も
ど
し
て
い
く
。
果
た
し
て
千

尋
は
元
の
世
界
に
戻
れ
る
の
か
…
。

・
チ
ム
と
う
だ
い
を
ま
も
る

・
わ
ん
わ
ん
物
語
Ⅱ

・
び
っ
く
り
手
品
あ
そ
び

・
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
コ
ス
モ
ス
超
百

科・
お
じ
ゃ
る
の
お
と
ぎ
ば
な
し

・
世
界
の
航
空
機
１
０
０
年

幻
の
航
空
機

け
ん
か
は
困
っ
た
こ
と
の
よ
う

に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
子
ど
も

・
幸
せ
に
な
り
た
い
！
家
田
荘
子

・
さ
さ
ら
さ
や

加
藤
朋
子

・
狂
牛
病
と
口
蹄
疫

・
拾
っ
て
楽
し
む
紅
葉
と
落
ち
葉

・
日
本
陰
陽
道
史
話

・
マ
イ
・
ウ
ェ
イ

鮫
島
有
美
子

・
み
ん
な
で
う
た
お
う
！
テ
レ
ビ

ソ
ン
グ

取
材
し
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
。

Dear Shinchi:
Since my arrival August 1st I’ve had many
opportunities to explore the culture and
places of Fukushima and Japan.  I climbed
Mt. Fuji, studied Japanese in Aizu-waka-
matsu, stayed with two host families,
watched the Shinchi Bon-dori, climbed Mt. Azuma and Mt. Kuriko-
ma, learned to use and rode the train from Iwaki to Sendai, attended
Shoei Jr. High’s Sports Day and field trip to Fukushima Expo, took
many baths at the onsen and sento, and went to many enkais and iza-
kayas.  Most importantly I have enjoyed teaching and getting to know
Shoei’s students, they are fun to be around.
I have had a lot of fun during my short time here and have met many
friendly people along the way that have helped me become accus-
tomed to living in Shinchi.  I would like to say thank you to the town’
s people for welcoming me with so much kindness and warmth.
Thank you.

Sincerely,

（和訳は15ページ）

今
年
４
月
に
保
健
機
能
食
品

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
保
健
機
能

食
品
の
規
制
が
緩
和
さ
れ
ま
し

た
。保

健
機
能
食
品
制
度
と
は
、
保

健
機
能
食
品
の
表
示
基
準
を
定
め

た
も
の
で
、
特
定
保
健
用
食
品

(

※)

と
栄
養
機
能
食
品
（
サ
プ
リ

メ
ン
ト
）
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
（
鉄
・

カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
）、
食
物
繊
維

な
ど
特
定
の
栄
養
素
を
た
く
さ
ん

加
え
た
食
品
の
こ
と
で
す
。
基
準

を
満
た
し
て
い
れ
ば
国
の
審
査
や

許
可
が
必
要
な
い
こ
と
か
ら
、
錠

剤
、
カ
プ
セ
ル
、
ド
リ
ン
ク
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
薬
店
だ
け
で

な
く
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
も
市
販

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
疲
れ
が
な
か
な
か
と
れ
な
い
」

「
野
菜
不
足
だ
か
ら
ビ
タ
ミ
ン
が

足
り
な
い
か
も
」「
牛
乳
が
飲
め

な
い
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
か
も
」

な
ど
と
い
う
理
由
か
ら
サ
プ
リ
メ
ン

ト
に
頼
っ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で

す
。
簡
単
だ
か
ら
と
い
っ
て
食
事
や

お
や
つ
代
わ
り
に
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を

利
用
し
て
い
る
と
、
ビ
タ
ミ
ン
や
カ

ル
シ
ウ
ム
の
取
り
過
ぎ
と
な
り
、
か

え
っ
て
体
調
を
悪
く
す
る
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
は
、

含
ま
れ
て
い
る
栄
養
素
に
つ
い
て
の

表
示
と
１
日
の
摂
取
量
と
副
作
用
に

つ
い
て
の
注
意
事
項
が
表
示
さ
れ
て

い
る
の
で
、
よ
く
読
ん
で
、
む
や
み

に
利
用
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

サ
プ
リ
メ
ン
ト
商
品
は
、
薬
で
は
な

い
の
で
病
気
の
治
療
が
目
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
健
康
を
維
持
す
る
た
め

の
１
つ
の
手
段
に
し
か
す
ぎ
な
い
の

で
す
。
や
は
り
三
度
の
食
事
を
お
い

し
く
食
べ
る
こ
と
が
健
康
に
は
一
番

で
す
。

国
の
審
査
と
許
可
を
受
け
た
「
特

保
マ
ー
ク
」
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
販
さ
れ
て
い
る
商
品
に
は
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
が
気
に
な
る
方
の
た
め

の
食
用
油
や
血
糖
値
が
気
に
な
る
方

の
た
め
の
甘
味
料
、
血
圧
が
高
め
の

方
の
た
め
の
ド
リ
ン
ク
な
ど
２
５
２

品
目
が
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
歳
半
ご
ろ
は
体
力
が
つ
い

て
く
る
一
方
で
言
葉
が
未
熟
な

た
め
、
お
も
ち
ゃ
の
取
り
合
い
な

ど
が
派
手
な
け
ん
か
に
発
展
し
が

ち
で
す
。
特
に
、
乱
暴
な
子
は
気

持
ち
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
が

苦
手
で
、
カ
ッ
と
し
た
ら
つ
い
手

が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
場
合
、叱
る
だ
け
で
は
な
く
”ち

ょ
っ
と
待
つ
こ
と
“を
教
え
る
の
が

大
切
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
「
３
つ

数
え
る
間
、
我
慢
し
て
ね
」
な
ど

と
待
つ
練
習
を
し
、
待
て
た
ら
ほ

め
て
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。ま

た
、子
ど
も
の
側
に
立
っ
て
理
由

を
聞
き
、”大
人
に
言
え
ば
わ
か
っ

て
く
れ
る
“と
い
う
信
頼
関
係
を

築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

だ
れ
も
が
初
め
か
ら
ト
ラ
ブ
ル

も
な
く
一
緒
に
遊
べ
る
よ
う
に
な

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
初

は
関
わ
り
方
が
わ
か
ら
な
い
た
め

に
け
ん
か
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
中
で
の
痛
い
思
い
や
寂

し
い
、
悲
し
い
体
験
を
通
し
て
友

達
と
の
関
わ
り
方
も
上
手
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。
関
わ
り
方
を
知
ら

な
い
と
き
は
「
“入
れ
て
、
遊
ぼ

う
”
っ
て
言
っ
て
ご
ら
ん
」
と
教

え
る
必
要
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
大
き
く
な
る
と
仲
間
意
識
が

強
く
な
り
「
入
れ
て
」
と
言
っ
て

も
混
ぜ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
ん
な
と
き
は
、
大
人

が
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
に
入
り
、

そ
の
子
も
仲
間
に
加
え
て
遊
ん
で

み
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

が
き
っ
か
け
で
子
ど
も
同
士
の
関

わ
り
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

同
士
、
相
手
の
こ
と
を
知
る
よ
い

機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
け
ん
か
か

ら
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
か
ら
で
す
。

そ
し
て
成
長
す
る
に
つ
れ
、
ト
ラ

ブ
ル
を
自
分
た
ち
で
解
決
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
の
成

長
に
は
友
達
と
の
ぶ
つ
か
り
合
い

も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
ち

ょ
っ
と
し
た
ト
ラ
ブ
ル
も
温
か
く

見
守
り
な
が
ら
、
楽
し
く
子
育
て

を
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。



（子供） （親） （地区）
梨香子
り か こ

荒　和則・敏　子 新地町

詠
え

陸
りく

石田　明・ひろみ 高　田

利
り

樹
き

佐藤容正・やよい 今　泉

玲
れい

奈
な

鴇田　学・智　枝 菅　谷

愛
め

依
い

大須賀正巳・美穂 中　里

（死亡者） （年齢） （地区）
中江ヒテノ ７２歳 埒　浜
佐久間吉洋 ４２歳 今　神
佐藤　善雄 ４９歳 今　泉
岩佐　　榮 ８０歳 岡
目黒　麻野 ９９歳 小　川
泉田　キミ ８６歳 岡
瀬戸マサ子 ８８歳 原相善
荒　秀次郎 ６５歳 埒　浜
舘岡ナミエ １０２歳 中　里
神田　朝夫 ６６歳 新地町

（平成１３年９月２１日～平成１３年１０月２０日届出）

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出て下さい。

◎場所は保健センター

ふれ
あいと

創造のまち

25
日
　
町
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会
、
交
通
安

全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

26
日
　
新
地
小
児
童
と
給
食
を
囲
む
会
、
行
政
区
長
会

27
日
　
町
表
彰
審
査
会
委
嘱
状
交
付
式
及
び
審
査
会

28
日
　
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
教
育
委

員
辞
令
交
付
式
、
相
馬
方
部
衛
生
組
合
議

会
定
例
会

１
日
　
東
北
農
業
農
村
整
備
推
進
協
議
会
（
〜
２
日
）

３
日
　
国
保
い
き
い
き
運
動
会

９
日
　
常
磐
自
動
車
道
整
備
促
進
要
望

10
日
　
入
札

12
日
　
宮
城
県
中
新
田
町
議
会
産
業
経
済
常
任
委

員
会
視
察
来
町
、
清
酒
鹿
狼
山
用
酒
米
出

庫
式
、
仮
称
新
丸
森
橋
橋
梁
新
設
促
進
期

成
同
盟
会
総
会
、
み
や
ぎ
国
体
亘
理
町
・

山
元
町
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

14
日
　
大
戸
浜
地
区
ふ
れ
あ
い
運
動
会

15
日
　
課
長
会

16
日
　
相
馬
北
部
土
地
改
良
区
理
事
会
・
臨
時
総
代
会

17
日
　
相
馬
地
方
営
農
会
議
の
食
料
・
農
業
に
関

す
る
要
請
来
庁

18
日
　
区
画
整
理
準
備
会
設
立
総
会

20
日
　
相
双
信
用
組
合
創
立
50
周
年
記
念
式
典
事

業
所
・
企
業
統
計
調
査
員
委
嘱
状
交
付
式

町
で
は
、
平
成
14
年
４
月
か
ら

新
た
に
保
育
所
に
入
所
す
る
方
の

申
し
込
み
を
次
の
日
程
で
受
け
付

け
ま
す
。

入
所
希
望
の
方
は
、
各
保
育
所

で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
各
保
育
所
、
役
場
窓
口
に

用
意
し
て
い
ま
す
。

申
込
書
、
健
康
保
険
証
（
家
族

全
員
）、
母
子
手
帳
。

※
当
日
は
、
お
子
さ
ん
の
発
育
状

況
、
家
庭
環
境
、
家
族
の
職
業
や

勤
務
時
間
、
農
業
の
方
は
田
畑
の

面
積
な
ど
を
伺
い
ま
す
。

①
保
育
に
欠
け
る
（
保
育
す
る
方

が
い
な
い
）
幼
児
で
あ
る
こ
と
。

②
保
護
者
が
求
職
中
で
も
申
込
み

可
能
で
す
。

・
故
永
井
和
男
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
永
井
育
子
さ
ん
（
富
倉
）
よ

り
５
万
円

・
相
双
信
用
組
合
よ
り
30
万
円

・
小
泉
房
子
さ
ん
（
新
地
町
）
よ

り
手
編
み
靴
下
10
足
／
森
秀
夫
さ

ん
（
小
川
）
よ
り
い
ち
ぢ
く
14
キ

ロ
／
杉
目
地
区
よ
り
さ
つ
ま
芋
50

キ
ロ
／
郡
司
イ
ネ
さ
ん
（
山
元
町
）

よ
り
卵
１
５
０
個

・
真
弓
老
人
ク
ラ
ブ
30
名
よ
り
庭

の
草
取
り
／
特
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
福
田
・
新
地
・
駒
ヶ
嶺
の
女
性

の
皆
さ
ん
）
29
回
58
人
／
Ｊ
Ａ
す

ず
ら
ん
９
回
11
人
／
レ
マ
ン
の
会

１
回
３
人
／
新
地
高
校
１
回
15
人

相
馬
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

高
年
齢
者
の
雇
用
・
就
業
対
策
の

充
実
を
図
る
た
め
に
「
高
年
齢
者

職
業
相
談
室
」
を
開
設
し
ま
す
。

①
高
年
齢
者
の
職
業
相
談
・
紹
介
。

②
技
能
訓
練
に
関
す
る
情
報
提
供
。

③
雇
用
相
談
・
求
人
の
受
理
等
。

相
馬
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
は
ま
な
す
館
内
）

�
相
馬
公
共
職
業
安
定
所

（
�
�
０
２
１
１
）

相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

で
は
、
看
護
専
門
学
校
の
専
任
教

員
の
採
用
候
補
者
試
験
を
次
に
よ

り
行
い
ま
す
。

看
護
専
門
学
校
専
任
教
員
・
２
名

昭
和
31
年
４
月
２

日
〜
昭
和
50
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
。
専
任
教
員
の
資
格
の
あ
る

方
、
又
は
保
健
婦
、
助
産
婦
、
看

護
婦
（
士
）
い
ず
れ
か
の
免
許
の

あ
る
方
で
、
５
年
以
上
業
務
に
従

事
し
た
方
。

12
月
12
日
�

県
で
は
、「
海
岸
保
全
基
本
計
画
」

策
定
の
た
め
、「
海
岸
保
全
施
設
の

整
備
計
画
」（
案
）
の
縦
覧
を
行
い

ま
す
。
な
お
、
本
案
に
対
し
ご
意
見

等
が
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
中
に

意
見
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

新
地
町
の
海
岸
線
全
域

11
月
26
日
�
〜
12
月
13
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

役
場
産
業
課
（
�
内
線
64
）

�
保
育
課
（
�
�
２
２
７
７
）

�

�

�

�

�

相
馬
看
護
専
門
学
校

11
月
８
日
�
〜
12

月
５
日
�
ま
で
。
郵
送
の
場
合
は

12
月
３
日
�
消
印
有
効
。

申
込
用
紙
は
、

相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
に

あ
り
ま
す
。
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
履
歴
書
、
職
種
免
許

証
の
写
し
、
最
終
学
校
の
卒
業
証

明
書
、
成
績
証
明
書
、
身
体
検
査

証
を
１
通
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
を
請
求
す
る
場
合
は
、

90
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

�
相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

（
�
�
０
２
１
１
）

相
馬
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整

期
を
前
に
各
事
業
所
及
び
個
人
事

業
主
等
を
対
象
に
説
明
会
を
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
。

11
月
26
日
�

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

相
馬
市
民
会
館

�
相
馬
税
務
署
（
�
�
３
１
１
３
）

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
・
貸
間
等

の
一
戸
建
て
以
外
の
住
宅
の
貸
付
を

行
っ
て
い
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
、
特

例
措
置
と
し
て「
15
室
以
上
」が
不
動

産
貸
付
業
と
し
て
個
人
事
業
税
の
課

税
対
象
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

特
例
措
置
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、平
成

14
年
度
課
税
分
か
ら
は「
10
室
以
上
」

（
空
室
含
む
）が
対
象
と
な
り
ま
す
。

�
県
相
双
地
方
振
興
局
県
税
部

（
�
�
１
１
２
６
）

・青少年の育成は大人ひとりひとりの責務です。
・地域一体となって青少年育成に努めましょう。
・青少年の多様な社会参加活動を支えましょう。
・家庭内での、あり方をふり返ってみましょう。

・自分自身を磨き、他人を大切にしましょう。
�
福島県県民生活課青少年グループ
（�０２４－５２１－７１８６）

※
不
要
に
な
っ
た
消
火
器
を
火

災
予
防
運
動
期
間
中
に
限
り
一

般
住
宅
・
会
社
関
係
を
対
象
に

無
料
回
収
い
た
し
ま
す
。
消
火

器
の
不
法
投
棄
は
や
め
ま
し
ょ

う
！

直
接
新
地
消
防
分
署
（
�
�
２

１
１
７
）
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

� 11月24日�
午後２時～

� 観海堂
【語り部】観海堂管理人

小野トメヨさん
�
町教育委員会（��4477）



Ｄｅａｒ　Ｓｈｉｎｃｈｉ
８月１日ここに来てから、福島県や日本の文化、場所
を理解するたくさんの機会がありました。富士山に登り、
会津若松で日本語を勉強しました。２人のホストファミ
リ－に滞在しました。新地で盆踊りを見たり、吾妻山と栗
駒山に登りました。いわきから仙台まで電車の乗り方を覚
えました。また尚英中の運動会、福島未来博に参加しま
した。温泉で風呂に入りました。そして多くの宴会をし居
酒屋へ行きました。特に尚英の生徒たちを教え知り合うこ
とを楽しんでいます。生徒たちがやってくるのは楽しいで
す。
ここ新地でわずかな間ですが、たくさん楽しい経験をし
ました。そして新地の生活に慣れるよう、助けてくれる多
くのやさしい人々に会いました。私は新地の人々に私を歓
迎し、とても親切なことに感謝したいです。ありがとう。

Ｓｉｎｃｅｒｅｌｙ，
Ｄａｖｅ

和訳：尚英中学校　松田勘太先生

広
報
し
ん
ち
９
、
10
月
号
の
俳
句
、
短
歌
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
し
た
作
品

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

枇
杷
熟
る
を
母
の
乳
房
の
ご
と
く
描
く

林
　
よ
し
こ

吾
も
ま
た
重
荷
を
負
い
つ
つ
独
居
の

介
助
ひ
き
受
く
蝉
の
鳴
く
朝

高
橋
ク
ニ
子

10月15日に行われた３歳児健診で、虫歯０（ゼロ）の子どもは17人中
５人でした。

第54回優良公民館表彰が10月22日、東京都の東
海大学校友会館で行われ、新地公民館が文部科学
大臣表彰を受賞しました。
受賞したのは全国で49の公民館で、新地公民館

は、「たんぽぽ広場」などで、親子のふれあいや親
同士、乳幼児同士の交流を深めるため、レクレー
ション活動
や野外活動、
子育て相談
などの工夫
をこらした
公民館活動
が評価され
ました。

24
点
の
応
募
が
あ
っ

た
、
今
年
の
「
遊
海
し

ん
ち
’01
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
」真

っ
青
な
海
と
白
い

砂
浜
、
夜
空
を
焦
が
し

た
花
火
、
そ
し
て
祭
り

を
楽
し
む
人
た
ち
の
い

き
い
き
と
し
た
表
情
を

と
ら
え
た
力
作
が
多
く

集
ま
り
ま
し
た
。

入
賞
し
た
作
品
は
11

月
10
日
、
11
日
に
開
か

れ
る
「
産
業
ま
つ
り
」

で
展
示
さ
れ
ま
す
。



再生紙使用

�

��

ち

き
ゅう
にやさし

い

■
10
月
21
日
、
町
消
防
団
の
秋
季
演
習
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
秋
の
演
習
は
そ
の
名
の

通
り
、
火
災
や
災
害
に
備
え
て
の
本
番
を

想
定
し
た
演
習
で
す
。
団
員
た
ち
は
、”
い

ざ
“
と
い
う
と
き
に
迅
速
・
的
確
に
行
動

で
き
る
よ
う
、
表
紙
の
写
真
の
と
お
り
、

各
種
点
検
・
訓
練
を
真
剣
な
表
情
で
行
っ

て
い
ま
し
た
。
■
地
域
の
安
心
・
安
全
に
、

消
防
団
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
が
、
皆

さ
ん
も
火
災
が
多
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季

節
、
火
の
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

（
晴
）

★
ふ
く
し
ま
駅
伝
新
地
町
チ
ー
ム
（
７
ペ

ー
ジ
掲
載
）
の
顔
ぶ
れ
は
、
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
今
年
も
若
い
力
で
み
ち
の
く
福
島

を
駆
け
抜
け
、
順
位
を
上
げ
て
く
れ
そ
う

で
す
。
練
習
も
佳
境
に
入
り
こ
れ
か
ら
は

ほ
ぼ
毎
日
行
わ
れ
る
よ
う
で
す
。
町
民
代

表
の
選
手
た
ち
を
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し

ょ
う
。

（
寺
）

町体育協会（加藤憲郎会長）の創立３０周年記念「鹿狼山登山」が10月８日、町民約１２０
人が参加して行われました。あいにくの小雨交じりの天候でしたが、参加者たちは登山口で配
布されたビンゴカードで途中のチェックポイントごとに数字を合わせながら、思い思いのペー
スで楽しみながら登山しました。下山後はイノシシ汁が用意され、冷えた体を温めました。
また、当日は、功労者の表彰式も行われ、町体育協会設立に尽力した西方市郎さん（駒ヶ嶺

町）や加盟団体の役員を10年以上務めた功労者８人に表彰状が贈られました。
西方市郎さん 斉藤文雄さん（ゲートボール）、阿部孝さん（ソフ

トボール）、鈴木清一さん（猟友会）、遠藤徳雄さん（剣道）、渡辺祐吉さん（サッカー）、五十
嵐恒雄さん（陸上）、菊地正文さん（バレーボール）、水戸誠さん（バレーボール）


